
Ｑ 地域医療連携はどうして必要なの？

市立病院だより

▶大きな病院へ患者さんが集中しないように最適な医療を提供

地域のクリニックや診療所と市立病院が連携して治療（地域医療連携）
する理由は、大きな病院に患者さんが集中してしまうことで、高度な診療
を必要としている「重篤（じゅうとく）な患者さん」の治療等に影響が出
ないようにするためです。

▶地域医療連携は、厚生労働省が推奨している「全国的な取り組み」

急速な高齢化が進む背景のなか、地域医療連携は、厚生労働省が推奨し
ている取り組みです。草加市立病院は二次医療機関として病状に応じた
「適切な治療」を提供できる様、役割を分担していきます。

埼玉県東部区域医療需要推計（人／日）

埼玉県地域医療構想より

草加市立病院

草加市立病院は地域のクリニックや診療所の先生と一緒に、患者さんの健康をお守りしていきます。

知っていますか？ 主治医（かかりつけ医）や周辺病院との関係
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